
幼
児
期
か
ら
の
子
ど
も
の
体
力
向
上
方
策
の
推
進 

○運動遊びなどを通じて、体

を使った遊びが好きな子ども

たちが増え、運動遊びが楽

しいものだと体で感じること

ができている。 
 

○幼児期からの運動遊びに

関する取組が県内各地で活

発になっている。 

幼児期からの運動の習慣

化 

・いろいろな遊びの中で、体を動かすことの楽しさを感じることができ

るように、幼稚園・保育所、家庭や地域等で行う運動遊びの取組み

を支援します。 

・運動習慣の定着の必要性について、乳幼児健診等の機会を活用

し保護者等への啓発を行います。 

長野県版運動プログラム

の普及 

・幼児期から中学生期までの成長段階に応じて作成した長野県版運

動プログラムが、幼稚園・保育所、学校、家庭や地域のクラブ等で実

践されるように推進します。 

・「キッズ運動遊びどこでもゼミナール」等の実技講習会の未実施市

町村をなくし、プログラムの普及を図ります。 

指導者研修の充実 
・子どもが楽しく運動に取り組み、体力やコミュニケーション能力等を

高められるよう、体育センター等において指導者研修を実施します。 

先進好事例の市町村への

普及定着支援 

・幼児期からの一貫した体力向上策に取組む市町村の先進事例・好

事例を、他の市町村に発信し、その普及を図ります。 

学
校
体
育
・運
動
部
活
動
等
の
充
実 

○学校や地域でスポーツイ

ベントが活発に開催され、

様々な場面でスポーツを楽

しむことができる環境が充実

している。 
 

○生徒一人一人が体育学習

を通じて、運動に関する知識

や技能を身に付け、運動を

する楽しさや喜びを実感して

いる。 
 

○体育学習を通じて、運動

を楽しむ資質や能力を高め、

運動をする楽しみや喜びを

実感している。 
 

○中学校の運動部活動が適

切に行われ、部活動を通じ

てスポーツの楽しさや喜びを

味わい、より豊かな学校生

活を送ることができている。 
 

○運動部活動や地域のス

ポーツなどに積極的に参加

し、スポーツの楽しみや喜び

を実感するとともに、全国大

会や国際大会で活躍し、県

民に夢や希望、感動を与え

ている。 
 

○障がいのある子どもたち

が、個々の障がいに応じた

適切な運動指導が受けられ

ている。 
 

○障がいの有無にかかわら

ず、子どもたちが一緒に運

動遊びを楽しんでいる。 
 
 

学校における体力向上に向

けた取組の促進 

・「体力向上プラン」「一校一運動」等、各校の工夫した取組を支援し

ます。 

・ながのスポーツスタジアム、体力テスト結果の活用等により、デー

タの分析や適切な目標の設定、記録への挑戦等について支援を行

います。 

・小中学生の体力テスト及びデータ整理をスポーツ推進委員も共有

することにより子どもの実態を把握し、地域のスポーツイベントの工

夫に活用できる仕組づくりを検討します。 

体育・保健体育授業の支援 

・運動の楽しさが実感できる授業づくりを推進します。 

・小学校における専科教員について、その効果を検証しながら、今

後の配置について検討していきます。 

・信州型コミュニティスクール等を活用した体育授業のサポート体制

を構築します。 

・県内で開催されるトップレベルの競技会観戦を授業の一環として実

施することを推進します。 

教員研修の充実 ・教員の研修機会を拡大し、教員の指導力向上を図ります。 

10年後の目指す姿 施   策   の   展   開 

基本目標１ 子どもの運動・スポーツ機会の充実 

・国体・全国障害者スポーツ大会開催機運の盛り上がりを活用し、運

動好きな子どもを増やすとともに体力向上を目指します。また、運動

することの楽しさを知ることによる競技スポーツへの誘導を図ります。 



 
 

○障がい者スポーツの体験

会や障がい者アスリートとの

交流会などが積極的に開催

されている。 

教員研修の充実 ・教員の研修機会を拡大し、教員の指導力向上を図ります。 

学校体育・スポーツ活動の

安全性の確保 

・武道をはじめとする学校体育・スポーツ活動に対する指導者の安

全意識を高めるため、体育センターや研究協議会等での研修を充

実させ、安全で効果的な活動を推進します。 

・スポーツ活動中の頭頸部外傷事故が発生した際の適切な処置方

法の普及を促進し、重篤事故の防止に努めます。 

・高校生の冬山・春山での登山活動を安全に行うため、「長野県高校

生の冬山・春山登山における安全確保指針」の普及に努めます。 

・地域の指導者等の積極的な活用による指導体制の充実や施設の

整備・安全確認等について支援します。 

適正で効果的な運動部活

動の推進 

・「長野県中学生期のスポーツ活動指針」に基づく発達段階に応じた

適正で効果的な活動を通して、運動好きで生涯にわたり運動に親し

むことができる子どもの育成をめざします。 

・生徒の多様なニーズや部員数の減少等に対応するため、部活動

指導員の導入、複数種目を総合した総合部活動や複数校による合

同部活動等、地域の実情に合った運動部活動の体制づくりの推進を

支援します。 

・総合型地域スポーツクラブ等と連携した外部指導者の導入を積極

的に推進し、質の高い活動や指導力の提供に努めます。 

・体育センターでの研修講座等により、発達段階に応じた適切な指

導ができるよう指導力の向上を図ります。 

障がいのある児童生徒に

対する支援 

・特別支援学校などにおいて、児童生徒の「個別の指導計画」に基

づき一人ひとりのニーズや適性に応じた指導・支援の充実を図りま

す。 

・障害のある児童生徒とない児童生徒の「交流及び共同学習」にお

いて、ともに体育や運動を行うことにより交流を深める取組みを推進

します。 

・トップアスリートとの交流等を通じ、パラリンピック等の障がい者ス

ポーツを志向できる環境づくりを推進します。 

子
ど
も
を
取
り
巻
く
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

○運動が好きな子どもたち

が増え、休み時間や放課後

に校庭や公園などで遊ぶ子

どもたちが増えている。 
 

○地域のスポーツ活動やス

ポーツ少年団の活動に積極

的に参加している。 
 

○余暇時間等を利用し、自

ら様々なスポーツに挑戦し、

スポーツを楽しむ能力・習慣

が身についている。 
 

○子どもたちが安全に遊べ

る場所が身近にあり、外で

楽しく遊ぶことができる環境

が整っている。 
 

子どものスポーツ環境の充

実 

・学校体育以外でも運動をしたい子どもや、運動習慣が身について

いない子どもなど、多様な子どもの受け皿となるスポーツ少年団や

総合型地域スポーツクラブ等の地域スポーツクラブの充実図り、全

ての子どもに運動機会を提供できる環境を整えます。 

・体育センター、教育事務所等の実技指導、研修を充実し、子どもの

スポーツ活動を支える指導者を支援します。 

魅力ある自然体験学習を安

全に実施するための研修の

充実 

・山岳総合センターでの研修講座等を通して、子どもが安全で楽しく

野外活動ができるように指導者の研修を推進します。 

・県立武道館を核として、武道団体や各地の武道施設と連携し、子

どもたちが武道を観る機会や体験する機会を提供します。 



 

○地域や学校で子どもたち

が体を動かして遊ぶ場所が

整備されている。 
 

○仲間同士で気軽に楽しめ

るスポーツ施設が地域に整

備されている。 
 

○親子で参加できるスポー

ツイベントなど、親子で楽し

める運動遊びの機会が充実

し、スポーツを通じて親子の

絆が深まっている。 
 

○学校や地域でスポーツイ

ベントが活発に開催され、

様々な場面でスポーツを楽

しむことができる環境が充実

している。 
 

○地域のプロスポーツチー

ムの試合観戦や県内で開催

される各種スポーツ大会の

応援などに参加し、みるス

ポーツの楽しさを実感してい

る。 
 

○プロスポーツ大会、全国

大会、世界大会等の様々な

スポーツ大会が県内各地で

開催されている。 
 

○障がい者スポーツの体験

会や障がい者アスリートとの

交流会などが積極的に開催

されている。 

公園・遊具、体育施設の充

実 

・子どもの遊びや体育活動が安全・快適に行えるように、公園の遊

具の整備や運動施設の耐震化、ユニバーサルデザイン化等を図り

ます。 

親子参加型スポーツ体験の

充実 

・休日などに親子で参加できるスポーツ大会の開催を増やし、運動

に親しむきっかけづくりを図るとともに親子の絆を育む取組を推進し

ます。 

・県内で開催されるプロスポーツをはじめとするトップレベルの競技

を親子で観戦する機会を増やし、スポーツについて親子で語り合うこ

とによりスポーツ関心度を高めます。 

女子児童生徒への適切な対

応 
・成長期にある女子児童生徒特有の課題を整理し、スポーツに参加

しやすい環境の整備を進めます。 

障がいのある子どもの運動

機会の充実と障がい者ス

ポーツに対する理解の促進 

・障がいのある子どもを対象とした、スポーツ体験会を充実します。 

・障がいのある子どもの保護者に対し、スポーツを行う意義の啓発を

行います。 

・障がいのある子どもが運動する際に、障がいの程度や種類に応じ

て必要な配慮がなされるよう、関係者や保護者の障がいに対する理

解を促進します。 

・小中学生・保護者を対象に、障がい者スポーツの体験会を開催し、

障がい者スポーツや障がい者の社会参加に関する理解促進を図り

ます。 

・全国障害者スポーツ大会の認知度向上と開催機運の醸成に努め

ます。 

・障がいのある子どもとない子どもが一緒にスポーツできる環境づく

りを推進します。 



ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

○育児や仕事の合間や休

日等の余暇を有効に使い、

家族や仲間とスポーツ活動

を楽しみ、心身の健康を

保っている。 
 

○気軽に参加できるスポー

ツイベントなどが地域で開催

され、スポーツに親しむ機会

が充実している。 
 

○余暇活動として仲間とス

ポーツを楽しんだり、積極的

にスポーツイベントに参加す

るなど、スポーツをする習慣

が身に付き、充実したス

ポーツライフを送っている。 
 

○仕事などの合間にできる

手軽な運動を日常生活に取

り入れ、体力や健康を維持

している。 
 

○地域のプロスポーツチー

ムの試合観戦や県内で開催

される各種スポーツ大会の

応援などに参加し、みるス

ポーツの楽しさを実感してい

る。 
 

○地域のスポーツに積極的

に参加し、総合型地域ス

ポーツクラブなどでスポーツ

を楽しんだり、またスポーツ

ボランティアとして地域のス

ポーツを盛り上げる原動力

となっている。 
 

ライフスタイルに合ったス

ポーツの普及 

・長野県レクリエーション協会等と連携し、軽運動やニュースポーツ

など気軽にできる運動・スポーツを普及し、余暇時間に運動・スポー

ツに親しむ習慣を身に付けることを推進します。 

・余暇時間が少ない若い世代が、その余暇時間をできるだけスポー

ツに充てるよう、スポーツに興味を持つような働きかけを推進します。 

働き盛り世代の運動機会の

拡充 

・働き盛り世代の健康増進のため、企業等と連携し運動機会の拡充

を図ります。 

・各種スポーツイベントへのスポーツボランティアの参加を促進し、

地域スポーツクラブ等での継続的なボランティア活動を行う人材の

育成を図ります。 
スポーツボランティアの活

動機会の充実 

・スポーツボランティアの希望率が高い若者世代が参加しやすい環

境整備を進めます。 

女性向けスポーツ機会の

拡充 

・学生やシニアなどの地域住民が、ボランティアとして障がい者ス

ポーツの支援に参画するよう、関係機関と連携して取り組みます。 

10年後の目指す姿 施   策   の   展   開 

基本目標２ 生涯を通じたスポーツ機会の充実 

・運動時間が不足しがちな育児中の女性が心身の健康を保つため

の運動など、女性のニーズや意欲に合ったスポーツ機会の提供を

促進します。 

「みるスポーツ」の普及 

・県内で開催される世界大会や全国大会の情報を積極的に発信し、

トップレベルの競技を身近で観戦することにより、スポーツ実施者や

観戦者の増加を図ります。 

・県内に本拠地を置くプロスポーツチームのファン・サポーターを増

やし、県内で開催される試合の観戦者増を目指します。 

・本県出身のプロスポーツ選手やトップアスリートの活躍を広く県民

に広報し、県民のスポーツへの関心度を高めます。 

・スポーツ体験会やセミナーの開催を通じて、障がい者及び介護者

等に対し、スポーツの意義を啓発します。 

障がい者のスポーツ参加

機会の拡大と理解促進 

・障がい者が、心身の状況に応じた運動やスポーツができるよう、

様々なスポーツの体験教室を開催します。 

・多くの障がい者が参加できるよう、障がい者スポーツ大会を充実し

ます。 

・国体・全国障害者スポーツ大会開催機運の盛り上がりを契機に、

県民の「するスポーツ」の拡大を図ることにより、健康づくりの推進

を図ります。 

・県民の「みるスポーツ」の習慣化を促進し、国体・全国障害者ス

ポーツ大会の開催機運を醸成します。 

・県民の「ささえるスポーツ」の習慣化を促進し、国体・全国障害者ス

ポーツ大会のボランティア確保につなげます。 



地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備 

○スポーツ推進委員がコー

ディネーターとなり、地域ス

ポーツが活性化している。 
 

○総合型地域スポーツクラ

ブなどへの参加が増え、地

域のスポーツを支える人材

や指導者候補者が地域で

育っている。 
 

○仲間同士で気軽に楽しめ

るスポーツ施設が地域に整

備されている。 
 

○障がいの程度に応じて楽

しめるスポーツが普及し、そ

れぞれに応じたスポーツを

楽しんでいる。 
 

○障がい者スポーツ経験者

が指導者として地域で活躍

し、地域スポーツイベントな

どを通じて、障がいへの理

解が深まり、障がい者が地

域でともに暮らす意識が醸

成されている。 
 

総合型地域スポーツクラブ

の育成と安定運営に向けて

の支援 

・地域のスポーツ活動を支える中核組織である総合型地域スポーツ

クラブの自立的な運営を支援するため、関係団体と連携し中間支援

組織の整備を目指します。 

・県体育センターにおいてアシスタントマネージャー養成講習会を開

催し、総合型地域スポーツクラブの運営に関わる中心的人材の育

成を推進します。 

・公民館、文化施設、商店街のコミュニティスペース等において、従

来から行っている生涯学習・文化・地域活動に加えて、新たにス

ポーツ活動を行う取組を支援することにより、スポーツ無関心層等

が気軽に参加できる環境整備を促進します。 

地域スポーツ拠点のマルチ

化 

・県体育センター、長野県体育協会、長野県障がい者スポーツ協会

等が実施する各種研修の機会を通じて、最新のスポーツ医・科学的

知見に基づくスポーツ事故・外傷・障がい特性等に関する専門的知

識の普及・啓発に努め、未然防止の取組を推進します。 

・市町村やスポーツ団体に対し、ＡＥＤの設置の確認や不測の事態

が生じた際に速やかにＡＥＤを使用できる体制整備を図るよう普及

啓発します。 

スポーツにおける安全の

確保 

・スポーツで活躍した元選手やスポーツ指導法を学んだ大学卒業生

が、総合型地域スポーツクラブ等においてスポーツ指導に従事でき

るような環境づくりを研究します。 

・スポーツ経験者が休日等の余暇時間に指導者として活動できる環

境整備を進めます。 

・障がい者スポーツ指導員の養成講習会を開催します。 

・スポーツ推進委員や総合型地域スポーツクラブへの障がい者ス

ポーツの知識と理解の普及を進めます。 

・スポーツ推進委員が、学校、地域、スポーツ団体及び民間スポー

ツクラブ等の橋渡し役となり、地域スポーツのコーディネーターとし

て活動できるよう、市町村との連携のもと、その活動を支援します。 

地域スポーツ指導者の養成 

・ホームページやメールマガジン、県・市町村広報誌などを通じ、障

がい者スポーツに関する情報の発信を行い、障がい者スポーツに

対する理解を促進します。 

・スポーツ体験会やセミナーの開催を通じて、障がい者及び介護者

等に対し、スポーツの意義を啓発します。 

総合型地域スポーツクラブ

と連携した障がい者のス

ポーツ参加機会の拡大 

・特別支援学校の生徒が、卒業後に継続してスポーツを行うことが

できるよう、特別支援学校と総合型地域スポーツクラブが連携して

取り組みます。 

スポーツ推進委員の活動支

援 

スポーツイベントの充実 

・「信州チャレンジスポーツＤＡＹ」、「長野県障がい者スポーツ大会」、

「信州ねんりんピック」等、広く県民が参加しスポーツを実施できるイ

ベントの充実を図ります。 

・県体育センター等の生涯スポーツ研修により、地域のスポーツ活

動を支える指導者の育成を図ります。 



・県営スポーツ施設が、身近で利用しやすい施設となるよう、利用者

の意見に十分配慮しながら施設の充実に努めます。 

・体操等が気軽にできる場として都市公園等オープンスペースの有

効活用を推進し、施設以外にもスポーツができる場を創出します。 

スポーツ施設の充実 

・誰もが気軽にサイクリングを楽しめるよう、諏訪湖周にサイクリン

グロードを整備します。 

・障がいがあることを理由に施設利用が制限されることがないよう、

施設管理者や職員の障がい者スポーツに対する理解を促進します。 

・県立武道館を核として、武道団体や各地の武道施設と連携し、武

道の普及を図ります。 

・障がい者が身近な場所でスポーツを楽しめるよう、県・市町村の運

動施設での障がい者スポーツ用具の整備を推進します。 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現 

○一人でも手軽にできる運

動が地域や家庭で浸透し、

日常生活の中に取り入れる

ことで、生活習慣病などを予

防し、健康を維持しています。 
 

○年齢や体力に応じて、適

切なスポーツ活動を継続す

ることで余暇の充実と健康

の増進を図っている。 
 

○年齢や体力に応じて楽し

むことのできるスポーツの選

択肢があり、実践するため

の機会や指導者が地域で

確保されている。 

青壮年期のスポーツ活動の

促進 

・生活習慣病予防のため、運動不足になりがちな働き盛り世代が、

日常的な運動に取り組めるよう、効果的な運動手法の紹介や、健

診、保健指導の際の意識啓発を推進します。 

・生きがいづくりや介護予防の観点から、高齢期におけるスポーツ

活動が積極的に取り組まれるよう支援します。また、高齢者の身近

な場所で運動を支援する運動支援ボランティアの育成を支援します。 

高齢者が無理なく身体活動

に取り組めるスポーツ機会

の拡充 

・体力的な理由等により運動・スポーツをすることが困難な高齢者に

対し、スポーツ観戦やスポーツボランティアへの参加等のスポーツ

との関わり方を普及し、スポーツが生活に潤いを与える社会の実現

を目指します。 

スポーツとの関わりによる

「生きがい」づくり 

・全国障害者スポーツ大会開催機運を活用して、障がいのある人と

ない人が一緒に行えるスポーツの場を拡大する等、総合型地域ス

ポーツクラブの指導者の障がいに対する理解を促進し、スポーツを

通じたインクルーシブな社会づくりを推進します。 

・総合型地域スポーツクラブが、障がい者スポーツを導入するため

のガイドブックを普及し、総合型地域スポーツクラブへの障がい者

の参加を促進します。 

県立武道館を核とした武道

振興 

地域における障がい者ス

ポーツ環境の整備 

・障がい者が身近な場所でスポーツを楽しめるよう、特別支援学校

の体育館などの体育施設や競技用具を地域に開放します。 

・障がい者スポーツ地域コーディネーターが、障がい者スポーツを

支える行政・関係団体・指導者等のネットワークを構築します。 

・国体競技施設整備基本方針に基づき、会場地市町村と連携しな

がら、大会後も地域スポーツ拠点となる施設の整備を計画的に進

めます。 

・国体・全国障害者スポーツ大会開催に向け、選手・観客双方に配

慮した県・市町村の運動施設のユニバーサルデザイン化を推進しま

す。 

ベントの充実を図ります。 

スポーツを通じたインクルー

シブな社会づくり 



選
手
の
育
成
強
化
、
指
導
者
養
成
に
よ
る
競
技
力
向
上 

○全国や国際舞台で活躍す

る可能性のある選手を発掘

する体制が整備されている。 
 

○トップアスリートとの交流

イベントやスポーツ教室など

を通じて、トップスポーツへ

夢や憧れを抱いている。ま

た、トップアスリートの指導を

受けることで競技力が向上

している。 
 

○競技スポーツに取り組む

学生が、練習設備や支援体

制の整った環境の中で、練

習に取り組むことができ、最

先端の医科学サポートや、

より専門的な指導を受ける

ことで競技力がさらに向上し、

全国大会や国際大会で活

躍している。 
 

○ICTや最先端スポーツ医・

科学を利用したトレーニング

が一般競技団体間に普及し、

より効果的・効率的な選手

育成が図られている。 
 

○異種競技間の交流や合

同トレーニングの機会が増

え、異種スポーツの知識や

技術の活用、選手のトランス

ファーのきっかけになってい

る。 

競技団体との連携による選

手育成強化 

・国体で本県選手が活躍できるよう、「競技力向上基本計画」に基

づき、競技力向上対策本部を中心に選手育成・指導者養成等を行

います。 

・全国障害者スポーツ大会で、本県選手が活躍できるよう選手の育

成を行います。 

ジュニア選手の発掘・育成

の推進 

・小・中学校と連携し、運動能力の高い子どもを発掘する体制を整

備します。 

・世界で活躍する冬季オリンピックメダリストを見出し、育成を目指

すＳＷＡＮプロジェクトを推進します。また、同プロジェクトの共通プ

ログラム等を他種目競技選手の育成にも活用します。 

トップアスリートとの交流に

よる競技意欲の喚起 

・トップアスリートとの交流イベントやスポーツ教室等を開催し、子ど

もたちがトップスポーツへ夢や憧れを抱き競技を続ける意欲の喚起

を促します。 

一貫指導体制の充実 
・各競技の一貫指導体制によるジュニア世代からの選手強化を支

援します。 

10年後の目指す姿 施   策   の   展   開 

基本目標３ 全国や世界で活躍する選手の育成 

・県内の大学・企業等と連携し、ＩＣＴや最先端のスポーツ医・科学を

利用したトレーニングが受けられる総合的強化拠点の整備を進め

ます。 

総合的強化拠点の整備 

・各競技の強化合宿や強化練習等へのスポーツドクター、トレー

ナー、栄養士等を派遣し、競技者のコンディショニング調整をサポー

トします。 

・競技者、指導者が体力や健康状態を正確に把握し、ドーピング防

止等医科学の面からサポートします。 

競技者へのマルチサポー

トの推進 

・異種競技間の交流や合同トレーニングの機会を増やし、異種ス

ポーツの知識や技術の活用や、選手のトランスファーを進める取組

を支援します。 

・女性特有の課題に着目した医・科学サポート等の支援方法の研

究を進めます。また、女性指導者の育成に努めます。 

異種競技間交流・合同ト

レーニングの推進 

・長野県体育協会と連携し、各競技団体における指導者育成を支

援するとともに、指導内容の質の向上につながる最先端指導術等

の普及に努めます。 

女性アスリートへの支援 

指導者養成の取組への支

援 

・有力選手の県外流出に歯止めをかけるため、優秀な指導者を育

成し、その情報を広く発信します。 

審判員の養成 
・本県の競技力向上につなげるため、国体・全国障害者スポーツ大

会の審判員の養成と技術力の向上を図ります。 

・国体・全国障害者スポーツ大会開催後も成績を維持できる選手の

育成・強化体制の整備を進めます。 



ス
ポ
ー
ツ
界
の
好
循
環
の
創
出 

○社会人競技者として地域

や企業に支えられながら、

夢に向かって競技を続けて

いる。また、競技引退後に

は、トップアスリートの経験

や技術を活用する仕組みが

できている。 
 

○企業等がアスリートの競

技継続に対する理解が深ま

り、アスリートの正社員採用

が普及することで、競技と仕

事をバランスよく両立できる

環境が整っている。 

県内における競技継続の支

援 

・県内を拠点として競技活動を続けるため、県内企業等に就職する

アスリートを増やす「長野アスリート就職支援事業」を充実させます。 

・現役を引退したアスリートの指導者やスポーツ団体職員等として

の雇用促進や、地域での運動指導に関わる機会の拡大等の取組

を支援します。 

引退したアスリートのキャリ

ア形成支援 

・海外遠征や競技用具購入、体力測定等に要する費用を助成し、

競技力の向上を支援します。 

・一般スポ－ツ競技団体の指導者の障がい者スポーツに関する理

解を深め、連携して、競技力の向上を支援します。 

・障がい者スポーツ地域コーディネーターが、地域の障がい者ス

ポーツの情報を集め、障がい者とスポーツを支える指導者等とを結

びつけます。 

障がい者アスリートの養成 

トップアスリート・障がい者

スポーツ支援に対する理解

促進 

・企業に対し、トップアスリートや障がい者スポーツに対する支援の

拡大を働きかけます。 

・障がい者スポーツに対する県民の理解と関心を高めるため、パラ

リンピック等での障がい者アスリートの活躍などを広く情報発信しま

す。 

冬季競技の強化 ・本県の強みでもある冬季競技の選手強化に努めます。 

審判員の養成 
会の審判員の養成と技術力の向上を図ります。 

県立武道館を核とした武道

強化 

・県立武道館にトップレベルの選手・指導者が参加する大会や講習

会を誘致するとともに、武道教室や研修会で質の高い指導を行い、

競技力の向上に努めます。 



ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・大
会
等
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化 

○スポーツ大会やスポーツ

イベントを通じて、県内外・

国内外関わらず様々な地域

間の交流が盛んになってい

る。 スポーツイベントの充実 

・国体や全国障害者スポーツ大会の競技開催地において、当該地

域の地域資源と合わせたスポーツイベントの開催等、魅力発信に

よる地域活性化を図る取組を支援します。 

プロスポーツとの連携事業

の推進 

・「スポーツによる元気な信州づくり包括連携協定」を締結している

県内のプロスポーツチーム等と連携・協力して、その知名度・発信

力を活かした青少年の健全育成、県民の健康増進、観光振興その

他地域の活性化を図る活動に取り組みます。 

・プロスポーツチームが実施する地域の発展に寄与する社会貢献

活動等について広く情報発信します。 

長
野
県
の
特
色
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進 

○長野県スポーツコミッショ

ンが核となり、スポーツを通

じた誘客による地域経済の

活性化が図られている。 

国際大会の事前合宿誘致

を通じた地域経済の活性化 

・ラグビーワールドカップ2019™や、アジアで連続して開催されるオリ

ンピック・パラリンピックの機会を最大限に活かし、そのレガシーが、

将来にわたり継承されるよう、長野県スポーツコミッションが核となり、

事前合宿誘致に取り組み、観光の振興、地域経済の活性化に結び

付けていきます。 

10年後の目指す姿 施   策   の   展   開 

基本目標４ スポーツの持つ多面性の活用 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
々
の
交
流
促
進 

○全国大会、世界大会等の

様々なスポーツ大会が県内

各地で開催されている。 
 

○山岳スポーツやウィンター

スポーツなどの長野県なら

ではの魅力あふれるスポー

ツを楽しむために日本全国・

世界各地から観光客が訪れ

ている。 

国際大会等の開催を通じた

人々の交流 

・長野冬季オリンピック・パラリンピックの遺産を最大限に活かした

国際大会等を誘致し、世界中の人々との交流機会を作ります。 

信州ならではのスポーツに

よる観光誘客 

・山岳スポーツやウィンタースポーツ等の信州ならではのスポーツを

世界にアピールし、観光客の増加を図ります。 

ホストタウン交流の推進 
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた

中国を相手国とするホストタウン交流を、官民挙げて取り組みます。 

基本目標５ 第82回国民体育大会及び第27回全国障害者スポーツ大会の開催に向けた取組 

施   策   の   展   開 

大会開催準備 ・国体開催基本方針等に基づき、準備委員会において計画的に開催準備を進めます。 


